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特集：新年度予算
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大
型
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平
成
十
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
二
百
九

十
四
回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
天
谷
市
長
は
、
提
案
理
由
説
明
を
行
い
、

当
面
す
る
諸
施
策
に
積
極
的
に
臨
む
考
え
を
表
明
し
ま
し

た
。
当
初
予
算
の
総
額
は
二
百
三
十
五
億
二
千
九
百
三
十

三
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
四
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計は151億8千万円

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
で
は
、
特
別

減
税
お
よ
び
税
制
改

正
に
よ
り
、
市
民
税
の
個
人
・
法

人
と
も
に
減
収
と
な
り
ま
す
。
固

定
資
産
税
は
、
土
地
の
負
担
調
整

や
家
屋
の
新
築
な
ど
で
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
市
税
総
額
は
、

対
前
年
度
比
二
・
四
％
減
の
三
十

八
億
六
千
八
百
五
十
三
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

が
三
十
九
億
八
千
万
円
、
特
別
交

付
税
に
六
億
六
千
万
円
を
見
込

み
、
前
年
度
比
一
・
八
％
の
増
と

な
り
ま
す
。

　

市
債
は
、
建
設
事
業
の
財
源
と

し
て
十
一
億
六
千
六
百
十
万
円
を

見
込
ん
だ
ほ
か
、
減
税
補
て
ん
債

一
億
二
千
万
円
を
計
上
し
た
結

果
、
前
年
度
比
〇
・
一
％
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
四
億
八

千
万
円
の
取
り
崩
し
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な

配
分
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
経

常
経
費
は
、
原
則
と
し
て
九
年
度

当
初
予
算
の
五
％
減
と
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
部
門
は
、
原
則
と

し
て
補
助
事
業
で
前
年
度
比
七
％

減
、
市
単
独
事
業
で
十
％
減
と
し
、

重
要
度
・
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
を
堅
持
し
つ
つ
、
財

源
の
許
す
限
り
予
算
の
執
行
を
通

し
て
地
域
経
済
回
復
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

伸
び
率
が
高
い
の
は
、
し
尿
処

理
施
設
整
備
事
業
が
本
格
化
し
た

衛
生
費
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

整
備
事
業
の
本
格
化
や
市
長
選
な

ど
の
選
挙
関
係
費
な
ど
を
含
む
総

務
費
な
ど
で
す
。

　

規
模
が
縮
小
し
た
も
の
は
、
補

助
体
系
の
変
更
に
よ
る
農
林
水
産

業
費
、
貸
付
金
な
ど
の
減
に
よ
る

商
工
費
、
学
校
の
大
規
模
改
造
完

了
な
ど
に
よ
る
教
育
費
で
す
。



昏政改革篭推進し、大野⑩

新年度予算のポイント

〇当初予算に重点を置いた年間総合予算

〇重要施策推進のための事業を重点的に

〇予算執行を通して市内経済の回復に努力

〇振興実施計画との整合性を図る

〇経費削減のため、事務．事業を見直す

特
別
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

　

被
保
険
者
（
加
入

者
）
は
全
体
と
し
て

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

内
訳
を
見
る
と
老
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
保
険
給
付
費
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
予
算
総
額
は
前
年
度

比
四
・
七
％
減
の
二
十
三
億
千
四

百
八
十
四
万
円
で
す
。

老
人

保
健

　

老
齢
人
口
の
増
加

と
老
人
医
療
費
の
動

向
を
考
慮
し
、
予
算
総
額
は
四
十

五
億
九
千
百
九
十
一
万
円
と
前
年

度
比
四
・
〇
％
の
減
に
な
り
ま
し

た
。
医
療
費
の
市
負
担
分
で
あ
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
対

前
年
度
比
四
・
二
％
減
の
二
億
五

千
二
百
九
十
六
万
円
で
す
。

簡
易
水
道

事
業

　

こ
の
会
計
は
、
九

地
区
の
市
営
簡
易
水

道
維
持
の
た
め
の
会
計
で
す
。
総

額
七
千
六
十
四
万
円
で
、
前
年
度

比
一
・
三
％
増
で
す
。

農
業
集
落

排
水
事
業

　

農
村
型
下
水
道
の

建
設
と
維
持
管
理
の

た
め
の
会
計
で
、
総
額
は
七
億
千

百
十
七
万
円
で
す
。
三
地
区
の
建

設
費
と
、
七
地
区
の
維
持
管
理
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

下
水
道

事
業

　

予
算
総
額
は
、
本

格
的
な
事
業
着
手
に

よ
り
、
四
億
六
千
三
百
六
十
九
万

円
と
、
前
年
度
比
三
六
三
・
八
％

の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

水
道

事
業

　

唯
一
の
企
業
会
計

の
予
算
総
額
は
、
前

年
度
の
大
規
模
補
修
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
一
億
九
千
七
百
八
万

円
で
前
年
度
比
三
〇
・
一
％
の
大

幅
減
で
す
。

区分 平成10年度 平成9年度 対前年比

一般会計 151億8，000万円 146億600万円 3．9％

特
別
会
計

国民健康保険 23億1，484万円 24億2，946万円 ▲4．7％

老人保健 45億9，191万円 47億8，139万円 ▲4．0％

簡易水道 7，064万円 6，973万円 1．3％

農業集落排水 7億1，117万円 3億5．905万円 98．1％

下水道 4億6，369万円 9，997万円 363．8％

企業会計（水道） 1億9，708万円 2億8，188万円 ▲30．1％

合計 235億2，933万円 226億2，748万円 4．0％

一般会計の内訳

r瓢’

8，000万円

1鮒
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○じん芥焼却施設の灰出しコンベヤ

　

ーや誘引送風機などの整備を行い

　

ます……………………2，953万円

○公共下水道終末処理場の建設や主

　

要な下水管の埋設を進めます……

　

………………………4億1，760万円

○し尿処理施設の建設を進めます…

　

………………………7億8，821万円

○要介護高齢者の認定調査やケアプ

　

ラン作成などを行います…261万円

○介護支援サービスのための人材供

　

給体制整備を図ります…400万円

○高齢者や要介護高齢者のニーズを

　

調査し、介護保険事業計画策定を

　

進めます…………………188万円

○平成11年度に開催されるねんりん

　

ピック福井（当市では卓球競技開

　

催）の諸準備を進めます…80万円

○東部児童センター内に放課後児童

　

クラブを設けます…………84万円

○重度身体障害者（児）や要介護高

　

齢者がいる住宅の改造経費の80％

　

（限度額80万円）を助成します…

　

…………………………1，600万円

○義景保育園の屋根の防水工事と，

　

進入路の土地取得を行います……

　

…………………………2，403万円

○健康保養施設の建設，用地造成な

　

どを進めます………2億8，572万円

○中挾市営住宅の建設を進めます…

　

………………………2億4，038万円

○上水道配水管を布設します………

　

…………………………5，505万円

○上庄西部，黒谷，富田中部の3処

　

理区の農業集落排水の建設などを

　

行います……………5億2，320万円

○葬斎場の施設を改修します………

　

…………………………1，060万円

○合併処理浄化槽設置者に対して，

　

補助金を交付します…1，989万円

○屋根融雪化装置の設置に対して，

　

工事費の3分の1（限度額60万円）

　

を補助します…………3，000万円

中
挾
市
営
住
宅
の
完
成
予
想
図

子孫に誇れる郷土づくTり’めため｜に

○街並み景観保全の一環としてパン

　

フレットを作成します……75万円

○都市計画法に基づいた5年ごとの

　

都市計画基礎調査を実施します…

　

……………………………275万円

○市道の植樹帯にシバザクラを植栽

　

し，景観維持に努めます…………

　

……………………………100万円

○市道の改良や舗装を進めます（単

　

独分）………………1億8，209万円

○街路三番線の道路改良をします…

　

………………………1億6，500万円

○地方特定道路（七間線）の整備

　

などを行います………5，400万円

○市民シンポジウムを開催するなど

　

中部縦貫自動車道の早期実現に努

　

めます…………………1，247万円

○馬橋の橋りょう工事などを行いま

　

す……………………1億9，800万円

○河川の改良などを行います（単独

　

分）……………………9，009万円

○向島春日3丁目線の河川改良を行

　

います…………………7，800万円

○地域情報化の実現に向け、基礎調

　

査などを行います………120万円

○環境の保護・保全に向けて、環境

　

基本計画策定のための基礎調査を

　

行います…………………680万円

○水張り転作に助成し、地下水のか

　

ん養を図ります…………200万円

○低燃費で環境に優しいハイブリッ

　

ドカーを購入します……252万円

○見直した市地域防災計画に基づく

　

防災マップを作成し、全戸に配布

　

します……………………285万円

○河川・工場排水・地下水の水質検

　

査を行い環境保全対策を進めます

　

…………………………1，382万円

○歩道除雪機の購入に補助をし、地

　

域ぐるみでの歩道除雪を推進しま

　

す…………………………133万円

歩道除雪機の購入に補助します



活力ある産業づくりのために

OJA上庄の水稲育苗施設の能力増

　

強に補助をします……2，882万円

○白山やまぶどうワインなど，中山

　

間地域の資源を活用した農業生産

　

施設整備に補助をします…………

　

…………………………5，069万円

○景観形成作物を作付けした農業者

　

などに助成金を交付します………

　

……………………………850万円

○水田園芸作物を作付けした農業者

　

に助成金を交付します……………

　

…………………………1，500万円

○大野塚原の農道整備などを行いま

　

す……………………1億5，150万円

○森林組合の事務所移転に補助をし

　

ます……………………3，100万円

○亀山の杉間伐や広葉樹の植栽計画

　

を策定します………………67万円

○間伐による高品質材の生産に補助

　

をします…………………150万円

○林業地域総合整備事業で金山桃木

　

線などの林道整備を行います……

　

………………………1億2，219万円

○商業者・学識経験者などで市街地

　

活性化方策を検討します…96万円

○新たな産業創出のための調査・研

　

究事業を支援します……200万円

○白鳥町に大野市の観光案内板を設

　

置します…………………250万円

○御清水の保全研究調査を行います

　

……………………………147万円

○六呂師ファミリーリゾート施設の

　

工事継続とPRイベントなどを行

　

います………………2億1，757万円

○平成大野屋事業の体制整備や大野

　

屋まつりを行います……341万円

今
年
1
2
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

心豊かな人づくりのために

○全小・中学校にインターネットを

　

導入します………………463万円

○全小・中学校にごみステーション

　

とシュレッダーを設置します……

　

……………………………978万円

O「生涯学習のひろば」を毎月発行

　

します……………………216万円

○環境とまちづくりなどについて、

　

市民が高度に学べる「大野明倫館

　

事業」を行います………300万円

○土・日曜の休館日に公民館施設を

　

開放します………………129万円

○本願清水のイトヨの保護観察施設

　

整備に向け、基本計画の策定など

　

を行います……………2．667万円

○市史第10巻「近・現代新聞編」を

　

発刊します………………749万円

○大野丸にかかわる資料の特別展を

　

開催します………………310万円

○全国から「大野市に送る絵手紙」

　

を募集し、文化交流を図ります…

　

……………………………300万円

○大野市で10月に寺町サミットを開

　

催します…………………205万円

010月に開催される「酒乃國フォー

　

ラムイン奥越前」のイベントに補

　

助をします………………100万円

○健康保養施設などを取り巻く河川

　

流域一帯を親水公園にするための

　

基本計画策定を委託します………

　

……………………………320万円

大野のシンボル“大野丸。

その他め主な事業

○任期満了にともなう参議院議員通

　

常選挙執行経費………2，060万円

○任期満了にともなう知事・県議会

　

議員選挙のための10年度における

　

準備経費…………………975万円

○任期満了にともなう市長選挙およ

　

び市議会議員補欠選挙執行経費…

　

…………………………2，271万円

○任期満了にともなう市議会議員選

　

挙執行経費……………4，043万円

○昨年取得した建物を、有終会館の

　

別館として改修整備を行います…

　

…………………………3，360万円

○情報公開推進のため、行政資料室

　

の運営や情報公開審査会を開催し

　

ます………………………426万円改修整備後、有終会館の別館に



議
長
に
松
井
治
男
氏
、

副
議
長
に
常
見
悦
郎
氏

　

三
月
に
行
わ
れ
た
定
例
市
議
会

で
、
松
井
治
男
氏
（
5
7
歳
・
阿
難

祖
地
頭
方
）
が
議
長
に
、
常
見
悦

郎
氏
（
4
9
歳
・
上
野
）
が
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
氏
は
、
昭
和
六
十
こ
年
に

市
議
会
議
員
初
当
選
以
来
、
産
業

経
済
・
教
育
民
生
・
建
設
各
常
任

委
員
会
委
員
長
、
副
議
長
な
ど
を

歴
任
。
現
在
三
期
目
で
す
。

　

常
見
氏
は
平
成
三
年
に
市
議
会

議
員
初
当
選
以
来
、
総
務
・
建
設

各
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て

現
在
こ
期
目
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
三
月
定
例
会
で
、

各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
な
ど
の
構
成
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議長

松井治男氏

　　

副議長

常見悦郎氏

教育民生 建 設 産業経済 総 務

常
任
委
員
会

○
米
村
輝
子

○
砂
子
三
郎
　

浦
井
智
治
　

牧
野
勇
　

野
田
幾
久
代
　

平
間
源
治

○
岡
田
高
大

○
宇
野
政
市
郎
　

高
岡
和
行
　

常
見
悦
郎
　

村
西
利
栄
　

金
森
幸
蔵

○
笹
島
彦
治

○
坂
元
千
秋
　

谷
口
彰
三
　

雨
塚
忠
夫
　

藤
田
護
　

栄
正
夫

○
本
田
章

○
幾
山
秀
一
　

竹
内
安
汪
　

松
井
治
男
　

畑
中
章
男

議
会
運
営
委
員
会

○
竹
内
安
汪

○
畑
中
章
男

○
委
員
長
○
副
委
員
長

市
環
境
基
本
条
例
を
制
定

　

三
月
市
議
会
で
、
大
野
市
環
境

基
本
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
や
事
業
者
、

大
野
市
を
訪
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
を
明
確
に
し
て
、
水
と
緑
に

恵
ま
れ
た
環
境
を
守
り
、
後
世
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

l．・：・………募集………：゜

します

． 地域医療協議野⑤委員

　

医師会の代表や学識経験者などで構成する「大野市地域医療協議

会に参画してみませんか。

　

この協議会は、大野市の地域医療についての現状と将来の方向性

について調査研究を行い、地域医療の向上と市民の健康保持・増進

に役立てるためのものです。

　

地域医療施策に市民の意見を繁栄するため、今回初めて一般市民

から委員を募集することになりました。

募集定員2人

応募資格市内に住む20歳以上で、地域医療に関心のある人

会議日程5月から10月まで3回、平日の午後7時から会議の予定

応募方法400字詰原稿用紙1枚程度に「大野市の地域医療に望

　　　　　

むこと」をテーマとしたレポートと、住所・氏名・年

　　　　　

齢・性別・職業・電話番号を明記して提出。郵送でも可。

締め切り4月17日（蚕）

応募・問い合わせ先〒912－0061

　　　　　

大野市篠座117－6－1大野市保健センター内

　　　　　

大野市市民福祉部保健衛生課（066・7333）

藤
田
護
市
議
逝
去

　

市議会議員で市監査委員の

藤田護氏（中津川）が、3月

20日逝去されました。享年70

歳。氏は、昭和58年に市議会

議員に初当選し、副議長、教

育民生・建設各常任委員会委

員長などを歴任し、現在四期

目でした。平成8年4月から

は、市監査委員も務められま

した。ご冥福をお祈りします。

4
月
よ
り
保
育
料
を
改
定

月
額
1
児
当
た
り
平
均
4
0
2
円
ア
ッ
プ

　

市
は
、
三
月
九
日
に
開
か
れ
た

市
保
育
料
徴
収
基
準
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
四
月
一
日
か
ら
保

育
料
を
平
均
一
・
七
こ
％
引
き
上

げ
ま
し
た
。
平
均
月
額
保
育
料
は
、

一
児
当
た
り
四
百
こ
円
増
額
し
、

こ
万
三
千
七
百
九
十
九
円
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
改
定
は
、
国
の
保
育
料

徴
収
基
準
額
の
改
定
に
伴
い
、
各

所
得
階
層
の
基
準
額
を
国
に
準
じ

て
改
定
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
を
徴
収
す
る
た

め
の
所
得
階
層
区
分
も
、
今
年
度

十
九
階
層
か
ら
十
一
階
層
に
減
ら

し
、
さ
ら
に
保
育
料
の
適
正
化
を

図
り
ま
し
た
。

国
の
基
準
以
上
の
軽
減
措
置

　

市
で
は
今
回
の
改
定
と
と
も
に
、

国
の
基
準
を
上
回
る
軽
減
措
置
を

行
い
ま
す
。
す
く
す
く
保
育
の
所

得
制
限
を
廃
止
し
、
第
三
子
以
降

で
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
十
分

の
一
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

三
人
以
上
入
所
し
て
い
る
世
帯
は
、

一
人
を
無
料
に
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

児
童
福
祉
係
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
5
）
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’情X報

第
3
4
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

5
月
2
4
日
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
1

　

水
と
緑
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
奥
越

路
を
楽
し
み
な
が
ら
走
ろ
う
と
、

第
三
十
四
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
5
月
2
4
日
⑧
（
雨
天
決
行
）

　

受
付
＝
午
前
8
時
～
9
時
（
有

　

終
会
館
前
）
開
会
式
＝
9
時
1
0

　

分
ス
タ
ー
ト
＝
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス
日
本
陸
連
公
認
・
大
野

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

種
目
「
2
㎞
」
一
般
女
子
3
9
歳

　

以
下
・
一
般
男
女
4
0
歳
以
上
・

　

小
学
親
子
（
I
～
4
年
）
・
小

　

学
男
女
（
5
年
以
上
）
【
3
㎞
】

　

中
学
男
女
【
5
ま
m
】
一
般
男
子

　

2
9
歳
以
下
・
一
般
男
子
3
0
歳

　

代
・
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
・
一

　

般
女
子
【
m
一
ま
m
】
一
般
男
子
3
9

　

歳
以
下
・
一
般
男
子
4
0
歳
以

　

上
・
一
般
女
子
【
ハ
ー
フ
】
一

　

般
男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
（
小
中

　

学
生
は
保
護
者
の
同
意
）
、
年

　

齢
は
大
会
当
日
が
起
算
日
、
親

　

子
の
部
を
除
き
I
人
I
種
目

参
加
費
親
子
の
部
＝
1
5
0
0

　

円
、
小
中
学
生
＝
5
0
0
円
、

　

高
校
生
＝
1
0
0
0
円
、
一

　

般
＝
1
5
0
0
円

表
彰
I
～
1
0
位

締
め
切
り
4
月
2
2
日
⑥
（
市
内

　

の
小
中
学
生
・
親
子
の
部
は
4

　

月
2
1
日
両
、
郵
送
は
4
月
2
3
日

　

④
必
着
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
参
加

　

費
を
添
え
て
（
郵
送
は
現
金
書

　

留
か
郵
便
小
為
替
に
限
る
）

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
第

　

3
4
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

　

事
務
局
（
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
大
野
市
天
神
町
I
－
I
大

　

野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

●
春
季
市
民
野
球
大
会

期
日
4
月
1
2
日
⑨
・
1
9
日
⑨
・

　

2
6
日
⑥
午
前
8
時
3
0
分
～

会
場
真
名
川
憩
い
の
島

参
加
資
格
連
盟
登
録
チ
ー
ム

参
加
料
I
チ
ー
ム
8
0
0
0
円

締
め
切
り
4
月
4
日
①

申
し
込
み
参
加
料
を
添
え
オ
ザ

　

キ
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
（
本
町
6
－
2
6
）

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
野
球
連

　

盟
事
務
局
米
沢
秀
夫
さ
ん

　
　

（
豊
6
5
・
7
4
5
4
）

●
市
民
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
4
月
1
9
日
⑥
午
前
9
時
～

会
場
有
終
南
小
学
校
体
育
館

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
で

締
め
切
り
4
月
1
4
日
汚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会
事

　

務
局
松
田
勉
さ
ん
（
豊
6
5
●

　

2
1
2
4
）

・
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
4
月
1
9
日
面
午
前
9
時
～

　

（
予
備
5
月
3
日
⑨
）

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
I
チ
ー
ム
5
0
0
0
円

参
加
資
格
協
会
登
録
チ
ー
ム

締
め
切
り
4
月
1
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
林
幸
雄
さ
ん
（
日
吉
町
1

　

1
9
豊
6
6
・
2
6
3
9
）

●
全
日
本
実
業
団
男
子
ソ
フ
ト

　

選
手
権
県
予
選
会

　

第
3
8
回
全
日
本
実
業
団
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
県
予
選
会
が

開
催
ざ
れ
ま
す
。
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
日
4
月
2
6
日
面
（
予
備
5
月

　

3
日
⑧
）

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先
林
幸
雄
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
2
6
3
9
）

施設｀
スポット

26 大野市交通公園

　

大
野
市
交
通
公
園
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
な
ど
が
交
通
安
全
を
学

ぶ
場
所
と
し
て
、
平
成
七
年
五
月

に
水
落
町
の
あ
か
ね
保
育
園
横
に

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
約
二
千
六
百
平
方

□
。
コ
ー
ス
内
に
は
、
ミ
ニ
信
号

機
・
踏
切
・
道
路
標
識
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
道
路
の
正
し
い
横
断
方

法
や
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な

ど
交
通
ル
ー
ル
を
体
験
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
学
校
の
交
通
安
全

教
室
、
ま
た
、
市
が
行
う

高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安

全
教
室
な
ど
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

交
通
公
園
は
だ
れ
で
も

利
用
で
き
ま
す
が
、
団
体

で
使
用
す
る
場
合
は
、
使

用
の
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
教
育
の

た
め
に
専
任
交
通
指
導
員

の
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
同
時

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
公
園
に
は
芝
生
や
ベ
ン
チ

も
あ
り
、
遠
足
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
は
、

ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
地
区

や
団
体
な
ど
で
交
通
公
園
を
活
用

し
た
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

利
用
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
5
時

休
園
期
間
原
則
と
し
て
1
2
月
～

　

翌
年
3
月
、
た
だ
し
、
必
要
に

　

応
じ
て
利
用
可
能

使
用
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
5
）
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子育て

こ
れ
か
ら
は
心
の
指
数
と
や
る
気

～
親
業
講
座
か
ら
～

　

心
待
ち
に
し
て
い
た
わ
が
子
の
小
学
校
入
学
。
家
庭
で

は
、
ど
ん
な
に
か
ホ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

半
面
、
初
め
て
の
こ
と
で
不
安
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
月

は
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
供
を
持
つ
親
を
対
象
と
し
て

三
月
に
開
催
し
た
「
親
業
講
座
」
の
報
告
を
し
ま
す
。
少

し
で
も
子
育
て
の
不
安
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

講
座
の
講
師
は
、
市
の
適
応
指

導
教
室
の
安
田
裕
先
生
。
と
て
も

穏
や
か
に
、
次
の
よ
う
に
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
は
家
族
か
ら

　

子
供
の
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
い

ま
す
か
。
子
供
に
ば
か
り
い
う
前

に
、
夫
婦
で
「
お
は
よ
う
」
と
声

を
掛
け
合
つ
て
い
ま
す
か
。

　

子
供
が
九
つ
ま
で
「
つ
」
の
付

く
間
は
型
か
ら
入
り
、
基
本
を
守

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
机
に
向
か
っ
て
、
絵
か

き
で
も
本
読
み
で
も
な
ん
で
も
い

い
で
す
か
ら
、
十
分
間
で
も
座
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
よ
う
。

知
識
だ
け
で
な
く

　

社
会
・
自
然
体
験
を

　

外
で
死
ん
で
い
た
昆
虫
を
家
に

持
っ
て
き
て
「
電
池
を
取
り
替
え

て
」
と
言
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

バ
ッ
ク
の
前
脚
に
聴
覚
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
て
も
、
バ
ッ
ク
に

は
触
っ
た
こ
と
が
な
く
、
本
な
ど

か
ら
の
知
識
だ
け
に
頼
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

最
近
、
勉
強
ば
か
り
を
強
制
さ

れ
て
子
供
は
医
科
大
学
へ
進
学
し

た
け
れ
ど
、
医
者
に
な
ら
な
い
学

生
が
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
は

知
能
指
数
で
は
な
く
、
心
の
指
数

と
や
る
気
で
す
。

　

子
供
に
は
、
雪
が
溶
け
た
ら

「
水
」
に
な
る
と
い
う
知
識
よ
り

も
「
春
」
に
な
る
と
い
う
感
性
を

育
て
ま
し
よ
う
。

希
薄
に
な
っ
た
人
間
関
係

　

昔
、
子
供
た
ち
の
周
り
に
は
、

い
と
こ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
は
、
少
子
化
現
象
の

影
響
で
そ
の
言
葉
さ
え
知
ら
な
い

子
供
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
・

母
ち
ゃ
ん
の
三
ち
ゃ
ん
子
育
て
で

手
を
掛
け
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
母

親
の
口
癖
は
「
早
く
早
く
」
で
、

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
兄

弟
げ
ん
か
は
止
め
ず
に
、
け
が
の

無
い
程
度
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
じ
ゅ
文
の
よ
う
に

「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ
な

た
が
大
好
き
よ
」
「
あ
な
た
が
宝

物
よ
」
「
あ
な
た
の
味
方
よ
」
と

さ
さ
や
い
て
く
だ
さ
い
。

ちょつと気になる栄養の話

　　

「果物は野菜の代わりになりますか」と質

問を受けることがあります。野菜と果物で大

きく違う点は、果物は甘い。つまり多くの糖

分を含むエネルギーの高い食品であるという

ことです。

　　

「一日に三百ツの野菜を食べましょう」と

いわれていますが、これを三百なの果物に置

き換えると、一日にご飯茶わん一杯分程度の

カロリーを多く取ることになります．これが

一年間続くと、六詣な近くの体重の増加につ

ながります

　

まーでも緑黄色野ヽに多含ま

れmnmw／／／．でビタミ｀わる）

庸噺眼絲まてい．Lし．

　　　　　　　　

、・7？かり．．’．

　　

4，維やビミ）、e．・1含

む、、は似ゝまダ陥

　

IIIヽ・と果物を手に組みわーベラン

スの良いしましょう．

皆さんの債，鮪づくり斉簿押しします・保傭センターS65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
ス

～拒否や保留を～

訳の分からない郵便物

　

最
近
、
バ
ー
ゲ
ン
の
案
内
や
商
品
の
紹
介
な
ど
が
郵
便

で
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
中
に
は
、
あ
ま
り
送
つ
て
き
て
欲
し
く
な
い
も
の
や

悪
質
商
法
の
手
口
も
見
か
け
ら
れ
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

ん
な
と
き
、
郵
便
物
の
受
け
取
り
を
断
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
よ
う
か
。

申
し
出
か
書
面
で

　

嫌
が
ら
せ
や
い
た
ず
ら
・
送
り

付
け
商
法
な
ど
の
手
紙
や
小
包
、

差
出
人
不
明
の
郵
便
物
な
ど
を
受

け
取
り
た
く
な
い
場
合
に
は
「
受

け
取
り
拒
否
」
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。
郵
便
小
包
や
書
留
郵
便

物
、
宅
配
物
な
ど
は
、
配
達
の
と

き
に
配
達
員
に
申
し
出
て
、
受
け

取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
普
通
の
手
紙
や
は
が

き
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
郵
便
受

け
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
受
け
取
り

拒
否
で
き
な
い
の
で
困
り
ま
す
。

そ
ん
な
場
合
に
は
、
郵
便
物
の
封

を
開
け
ず
に
「
受
け
取
り
拒
否
」

す
る
こ
と
を
書
い
て
署
名
・
押
印

し
た
紙
を
郵
便
物
に
張
っ
て
最
寄

り
の
郵
便
局
の
窓
口
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
切
手
の
張
り
忘
れ
や
料

金
不
足
で
届
け
ら
れ
た
郵
便
物
は
、

不
足
額
を
自
分
で
支
払
え
ば
受
け

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
受
け

取
り
た
く
な
い
場
合
は
、
配
達
員

に
申
し
出
る
か
、
受
け
取
り
拒
否

の
紙
を
張
っ
て
返
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

拒
否
さ
れ
た
郵
便
物
は
、
郵
便

局
か
ら
差
出
人
に
戻
さ
れ
ま
す
。

差
出
人
が
不
明
の
場
合
は
、
一
定

期
間
郵
便
局
で
保
管
さ
れ
た
後
、

廃
棄
処
分
さ
れ
ま
す
。

拒
否
で
き
な
い
も
の

　

配
達
証
明
付
き
の
郵
便
物
や
裁

判
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
特
別
送

達
の
郵
便
物
は
、
受
け
取
り
を
拒

否
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

間
違
い
配
達
は

　

他
人
あ
て
の
郵
便
物
が
間
違
っ

て
自
宅
に
届
い
て
い
た
と
き
は
、

も
う
一
度
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て

く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
間
違
っ
て

配
達
さ
れ
た
こ
と
の
ほ
か
、
自
分

の
住
所
・
氏
名
を
書
い
た
紙
を
張

っ
て
投
か
ん
し
ま
し
ょ
う
。
郵
便

局
で
な
ぜ
誤
配
し
た
の
か
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
間
違
い
が

無
く
な
り
ま
す
。

注
意
し
た
い

　
　
　

送
り
付
け
商
法

　

注
文
も
し
て
い
な
い
の
に
、
代

金
引
換
郵
便
な
ど
で
勝
手
に
物
を

送
り
付
け
て
き
て
、
消
費
者
が

「
受
け
取
っ
た
以
上
支
払
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
、
勘
違
い
し

て
代
金
を
支
払
う
こ
と
を
狙
っ
た

ず
う
ず
う
し
い
商
法
で
す
。

　

送
り
付
け
ら
れ
る
商
品
は
、
ビ

デ
オ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
が
多

く
、
中
に
は
紙
や
チ
ラ
シ
が
入
っ

て
い
る
だ
け
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
代
金
の
支
払
い
や
商

品
を
送
り
返
す
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
送
ら
れ
て
き
た
物

は
そ
の
ま
ま
十
四
日
間
保
管
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
業
者
に
引
き

取
り
を
請
求
し
た
場
合
は
、
七
日

間
）
。
そ
の
後
の
処
分
は
、
自
由

で
す
。

　

訳
の
分
か
ら
な
い
物
は
、
受
け

取
り
を
拒
否
す
る
か
保
留
し
ま
し

ょ
う
。
代
金
引
換
郵
便
の
場
合
、

郵
便
局
か
ら
の
配
達
な
の
で
疑
わ

ず
、
家
族
の
誰
か
が
注
文
し
た
も

の
と
思
い
込
ん
で
代
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

注
文
し
た
商
品
か
ど
う
か
本
人
に

確
認
し
て
か
ら
受
け
取
り
ま
し
よ

う
。
確
認
後
に
再
配
達
し
て
も
ら

っ
た
り
、
注
文
し
て
い
な
い
物
な

ら
受
け
取
り
を
拒
否
し
ま
し
よ
う
。

消賛牛活に？賢するご聯暗消費者相儲センターへ容66・1111内線464 はふ到



）市民⑩

ぺ≠ジ祉

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

結婚シーズン到来

　

十二単の花嫁

＜るー・39登場 ラ・テール夢の郷

阪
谷
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

　

阪
谷
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら
何

気
な
く
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え

て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、

よ
り
よ
い
阪
谷
を
作
ろ
う
と
、
阪

谷
地
区
の
青
年
グ
ル
ー
プ
「
ラ
ー

テ
ー
ル
夢
の
郷
」
は
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

三
月
十
五
日
に
は
「
誕
生
祝
賀

会
」
が
六
呂
師
で
開
催
さ
れ
、
募

集
さ
れ
た
ラ
ー
テ
ー
ル
夢
の
郷
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
の
表
彰
や
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
講
演
、

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
、
ラ
ー
テ
ー
ル

と
は
大
地
・
開
拓
と
い
う
意
味
。

グ
ル
ー
プ
名
に
は
、
み
ん
な
で
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
協
力
し
、

次
の
世
代
に
夢
の
あ
る
ふ
る
さ
と

を
残
そ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
運
営
計
画

に
実
際
携
わ
る
運
営
委
員
は
、
十

六
人
。
昨
年
の
七
月
ご
ろ
か
ら
地

区
内
の
こ
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
、
参
加
が
呼
び
か

け
ら
れ
、
集
ま
っ
た
人
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
の
一
人
、
竹
田
淳
さ

ん
は
「
青
年
と
い
っ
て
も
、

年
齢
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ

ん
。
み
ん
な
に
集
ま
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
祝
賀
会
は
、
ま
ず
地
区

の
人
た
ち
の
顔
合
わ
せ
。

地
区
内
に
は
、
婦
人
会
や

む
ら
づ
く
り
な
ど
の
団
体

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
も
含
め
た

地
区
の
青
年
層
の
人
た
ち

が
こ
の
よ
う
に
集
ま
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
グ
ル
ー

プ
の
誕
生
を
喜
び
ま
す
。

　

最
後
に
「
夢
の
郷
は
結

成
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
具

体
的
な
活
動
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
運
営
委
員
会
を

中
心
に
様
々
な
意
見
を
通
し
て
計

画
し
て
い
き
、
阪
谷
と
い
う
地
域

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
広
く
提
言
活

動
な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
意
欲
満
々
で
し
た
。

フックトーク
たい£

『
地
球
は
い
つ
ま
で

　
　

我
慢
で
き
る
か
』

　

緑
が
芽
吹
く
季
節
で
す
。
コ
ブ

シ
や
サ
ク
ラ
の
花
が
美
し
く
心
は

ず
む
こ
ろ
、
豊
か
な
自
然
を
実
感

す
る
素
敵
な
季
節
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
地
球
温
暖

化
や
オ
ソ
ン
層
破
壊
な
ど
の
環
境

問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
日
本
海
重
油

汚
染
・
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
な

ど
は
身
近
な
出
来
事
で
、
環
境
問

題
に
関
わ
る
市
民
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
大
野
市
は
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
ま
ま
で
よ

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
見
、
良
好
に
見
え
る
自
然
環

境
も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
も
う
少

し
で
「
キ
レ
る
」
よ
う
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

本
書
は
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、

原
題
は
「
緑
の
ヒ
ュ
ー
ズ
」
で
す
。

豊
か
な
生
態
系
を
見
せ
る
世
界
の

楽
園
の
自
然
環
境
を
じ
っ
く
り
と

観
察
し
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
紀
行
文
と
な
っ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
中
に
も
人
類
と
自

然
の
共
生
が
崩
れ
そ
う
な
一
面
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
豊

か
な
自
然
資
源
を
未
来
に
残
し
伝

え
る
と
き
で
あ
る
こ
と
を
随
所
で

訴
え
る
論
文
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
環
境
を
考
え
る
と

き
に
役
立
て
て
欲
し
い
本
は
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
の
ほ
ど
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
環
境
を
考
え
た

本
を
I
ヵ
所
に
集
め
て
「
環
境
の

本
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

隣
接
の
「
水
の
本
」
コ
ー
ナ
ー
と

と
も
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『地球はいつまで

　　　

我慢できるか』

ジョン・ハート著

網野ゆき子訳

　　

晶文社
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私屯／＼r＼こ，そ

七
間
通
り
の
石
畳
舗
装
の
目
的
は

Q

　

先
日
、
私
の
知
り

合
い
の
女
性
が
七
間

通
り
を
歩
い
て
い
た

と
こ
ろ
、
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
石
畳
舗
装
が

壊
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
す
ぐ
に

市
に
連
絡
し
、
補
修
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
女
性
は
高
齢
者
で

す
が
、
転
倒
し
て
い
た
ら
骨
折
し

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

石
畳
舗
装
は
壊
れ
や
す
く
、
歩

き
に
く
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

市
の
事
業
で
舗
装
し
た
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
計
画
前
に
市
民
の

意
見
な
ど
を
聞
い
て
行
っ
た
の
で

し
よ
う
か
。
（
市
内
男
性
）

A

　

当
市
で
は
、
平
成

元
年
に
「
自
ら
考
え

自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
」
と
い
う
事
業
で
、
市
民
や
市

の
出
身
者
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
、
審
査
委
員
会
で
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
歴
史
・
文
化
を

生
か
し
た
ま
ち
な
か
観
光
を
確
立

す
る
た
め
の
「
市
街
地
、
歴
史
、

文
化
散
策
ル
ー
ト
の
整
備
」
の
案

が
最
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
さ
せ
た

も
の
が
「
越
前
大
野
歴
史
の
路
整

備
事
業
」
で
、
具
体
的
に
は
七
間

通
り
や
寺
町
通
り
、
石
灯
龍
通
り

な
ど
の
整
備
で
す
。

　

平
成
三
年
度
か
ら
道
路
舗
装
の

石
畳
化
や
風
情
に
合
っ
た
街
路
灯

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
ま
ち
な
か

観
光
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ご
指
摘
の
と
お
り
整

備
後
早
く
か
ら
各
所
で
破
損
し
、

毎
年
補
修
を
繰
り
返
し
て
い
る
状

況
で
す
。
当
時
こ
の
工
法
は
、
全

国
で
も
例
が
少
な
く
、
同
じ
時
期

に
整
備
し
た
ほ
か
の
市
町
村
で
も

同
様
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
七
年
に
新
工
法
が
開
発
さ

れ
、
一
部
分
で
そ
の
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
経
過
は
良

好
で
、
今
後
は
徐
々
に
新
工
法
に

よ
る
補
修
に
切
り
替
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
今
後
も
石
畳
舗

装
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
建
設
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一
’

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

W綺瞼

ふ
く
い
の
花
共
励
会
で
大
臣
賞
受
賞

松
田
敬
一
さ
ん
（
六
ト
ー
歳
・
新
河
原
）

　

松
田
さ
ん
は
、
昨
年
八
月
に
開

催
さ
れ
た
第
八
回
ふ
く
い
の
花
共

励
会
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
、
今
年
二
月
六
日
に
ふ
く
い

の
花
生
産
拡
大
協
議
会
の
研
修
会

で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

共
励
会
に
は
、
県
内
の
園
芸
農

家
な
ど
か
ら
菊
や
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

な
ど
の
切
り
花
百
六
十
一
点
が
出

品
さ
れ
、
松
田
さ
ん
は
菊
の
サ
マ

イ
エ
ロ
ー
と
い
う
品
種
を
出
品
し

ま
し
た
。
過
去
に
何
回
か
出
品
し

入
賞
も
し
て
い
ま
す
が
、
最
優
秀

の
大
臣
賞
は
初
め
て
で
す
。

　

松
田
さ
ん
は
「
菊
は
路
地
栽
培

で
す
が
、
苗
づ
く
り
が
始
ま
る
三

月
ご
ろ
は
雪
や
寒
さ
の
た
め
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
病
気
が
付
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
気
も
良
く
な
く
、
梅
雨

ど
き
も
雨
よ
け
な
ど
で
工
夫
し
て

い
ま
す
」
と
、
株
分
け
し
た
苗
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
現
在
、
県
委
嘱
の

園
芸
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ま
た
「
奥

越
花
弄
生
産
組
合
」
の
役
員
も
務

め
て
い
ま
す
。

　
　

「
転
作
田
を
利
用
し
、
花
づ
く

り
を
始
め
て
三
十
年
ほ
ど
で
す
。

お
か
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り

合
う
事
が
で
き
視
野
も
広
が
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
園
芸
を
志
す
若

い
人
の
発
掘
や
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
で
す
」
と
松
田
さ
ん
は
意

欲
的
で
す
。

　

別
棟
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
中
で

は
、
こ
れ
か
ら
出
荷
予
定
の
サ
イ

ネ
リ
ア
の
花
が
は
こ
ろ
び
始
め
て

い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
ふ
る
さ
と
を
再
発
見

　
　

「
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
●
大
野
」

　

参
加
者
を
募
集

　

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
大
野
は
「
平

泉
寺
全
盛
時
代
」
「
金
森
長
近
か

ら
土
井
利
忠
の
時
代
」
を
中
心
に

大
野
の
歩
み
を
学
習
し
、
大
野
の

良
さ
を
再
発
見
し
て
今
後
に
生
か

す
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
で
す
。

日
時
4
月
～
1
2
月
の
毎
月
第
2

　

月
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
（
内

　

容
に
よ
り
変
更
あ
り
）

場
所
大
野
公
民
館

年
会
費
3
0
0
0
円
（
研
修
・

　

探
訪
費
用
な
ど
は
実
費
負
担
）

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
稲

　

葉
良
雄
さ
ん
（
泉
町
1
2
－
3
5

　

豊
6
6
・
0
6
9
5
）

・
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信

　

日
本
一
の
技
術
を
募
集

　

越
前
大
野
平
成
塾
3
期
生
で
は
、

元
気
の
あ
る
大
野
市
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
た
め
に
、
市

内
の
「
名
実
と
も
に
日
本
一
の
技

術
」
「
自
称
日
本
一
の
技
術
」
を

募
集
し
ま
す
。

締
め
切
り
6
月
3
0
日
囚

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）



ふるさと初指揮で大拍手

アポロ合奏団コンで斉藤さん

　　

「ふるさと大野へ音を送る会」の初イベン

ト「アポロ室内合奏団」コンサートが2月14

日、市文化会館で行われました。当市出身で

東京などで活躍している若手指揮者、斉藤一

郎さんが合奏団のタクトを振りました。曲の

合間にはステージで、送る会の会員との対談

も行われました。喪藤さんは、当市での指揮

は今回が初めて。対談では今後の抱負や大野

への思いなどを語り、フィナーレの後には会

場からアンコールの大拍手が送られました。

全員スピーチで熱弁も

農村女性のつどいで役割認識

　

2月19日、有終会館で奥越農村女性のつど

いが開かれました。農業に携わる女性の農業

生産や地域活動の担い手としての役割確認と

社会参画の促進を図ることが目的です。つど

いには奥越地区から75人が参加。まず、県立

大学看護短期大学部の久常良教授が講演。そ

の後、参加者全員が「大ボラふき大会」と題

した1分間スピーチを行いました。スピーチ

では生きがいや悩みなど日ごろ考えているこ

とや、今後の農村女性としての意気込みなど

が熱く語られました。

インターネットで情報提供

仮想電子郵便局を窓口開設

　

利用客の利便を図ろうと大野郵便局では2

月23日、窓口ロビーにマルチメディアパソコ

ンを設置し、インターネット上に仮想的な電

子郵便局を開設しました。電子郵便局のホー

ムページでは、郵便局の情報・各サービスの

案内、また地域イベントや観光情報などが提

供されます。電子郵便局の設置は郵政省が全

国の郵便局で進めていて、県内では昨年4月

から整備されていますが、市内では初めてで

す。利用は無料で、時間は平日の午前9時か

ら午後5時までです。

勅備回底酒
秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍遇回生場
六呂師で自然との共生など論議

地域づくり全国交流会開催

　

第8回地域づくり団体全国研修交流会福井

大会が2月27・28の両日、南条町を主会場と

して開催されました。県内の3市5町が分科

会会場となり、当市ではOASIS協会事務

局（旧六呂師小学校）で行われました。大野

の分科会には県外から約40人、当市からは0

ASIS協会や越前こぶし組などの団体から

約20人が参加。初日は「自然との共生」「地

域づくりの主役とは」のテーマに分かれて、

夜遅くまで互いの活動内容や今後の在り方な

どについて論議しました。

ふたの図柄に市章とイトヨ

下水マンホールデザイン決定

　

本年度から着工計画の公共下水道マンホー

ルのふたのデザインが、右の図のように決ま

りました。採用デザインは、豊富な水をイメ

ージした水玉を全面に配置し、中央に大きく

市紋章と市のシンボル的淡水魚のイトヨが描

かれています。デザインは、10種類の案から

市民の投票で決定されました。市の公共下水

道工事計画は平成15年度までの第1期工事

で、新在家や横枕、中津川地区などに延長約

2万7600mの下水管を敷設。マンホール

のふたにはこの図柄がデザインされます。

郷に人つては郷の生活勉強から

中国人研修生ごみ分別を学習

　

中国遼陽市からの技術研修生を対象に3月

5日、市有終会館やクリーンセンターでごみ

分別の学習会が行われました。参加した研修

生は2月11日に来日し、当市の建設、電子、

鉄工業などの企業で実務研修を受けている28

人です。有終会館で市の担当職員から、分別

するごみの種類や出し方、空き缶・ペットボ

トルなど資源ごみのリサイクルなどについて

説明を受けた後、クリーンセンターを見学し

ました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

4月

●
2
回
鳴
り
ま
す

　
　

亀
山
の
サ
イ
レ
ン

　

4
月
8
日
⑥
は
、
当
市
の
大
火

記
念
日
で
す
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
春
季
消
防
総
合

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

午
前
9
時
5
分
に
、
亀
山
の
サ

イ
レ
ン
が
2
回
鳴
り
ま
す
。
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
食
生
活
改
善
推
進
員

　

養
成
講
座
生
を
募
集

　

食
生
活
推
進
員
養
成
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
平
成
1
0
年
5
月
～
平
成
H

　

年
2
月
の
毎
月
第
3
金
曜
日

　
　

（
1
月
の
み
第
4
金
曜
日
）
午

　

前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
健
康
・
栄
養
・
運
動
な
ど

　

の
講
義
、
成
人
病
予
防
食
な
ど

　

の
調
理
実
習

対
象
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
意

　

欲
を
持
ち
、
推
進
員
と
な
っ
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る

　

女
性

定
員
2
5
人

受
講
料
無
料

締
め
切
り
5
月
7
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

●
団
体
県
政
バ
ス
教
室

　
　

参
加
団
体
を
募
集

　

県
政
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
バ
ス
で
県

民
を
県
の
施
設
な
ど
に
案
内
す
る

団
体
県
政
バ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
方
法
県
の
施
設
を
2
ヵ
所

　

以
上
組
み
入
れ
、
団
体
が
希
望

　

す
る
見
学
コ
ー
ス
・
日
時
・
出

　

発
地
で
実
施

対
象
一
般
団
体
と
青
年
団
体

　
　

（
1
8
歳
以
上
3
0
歳
未
満
）
で
4
0

　

人
程
度
の
参
加
者
を
得
ら
れ
る

　

団
体
（
青
年
団
体
は
2
5
人
程
度

　

の
団
体
も
可
能
）
、
1
6
歳
未
満

　

は
保
護
者
同
伴
、
過
去
3
年
間

　

不
参
加
の
団
体
を
優
先

募
集
団
体
数
一
般
団
体
＝
2
2
団

　

体
、
青
年
団
体
＝
3
団
体

実
施
期
間
5
月
～
7
月

募
集
期
間
4
月
1
5
日
④
ま
で

申
し
込
み
方
法
往
復
は
が
き
か

　

フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
0
－
8
5
8
0
福
井
県

　

総
務
部
広
報
課
県
民
相
談
室

　
　

（
a
0
7
7
6
・
2
1
・
0
2
2

　

1
フ
ァ
ク
ス
0
7
7
6
・

　

2
0
・
0
6
2
2
）

●
農
作
業
標
準
料
金
を
改
定

　

平
成
十
年
の
市
農
作
業
標
準
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
当
た
り
の
農
業
労
働
標
準

賃
金
は
、
男
9
8
0
0
円
、
女
8

7
0
0
円
で
す
。
一
日
当
た
り
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
標
準
賃
金
は
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
1
万
9
6
0
0
円
、

補
助
員
1
万
4
7
0
0
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

機
械
作
業
の
標
準
料
金
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会
事

務
局
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3

1
5
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
青
年
・
婦
人

　
　
　

国
際
交
流
事
業

　

国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
、
視

野
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
人
数
を
限
っ
て
負
担

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
国
際
青
年
の
船
】

期
間
8
月
1
日
①
～
H
日
収

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ウ
ズ
ベ
キ
ス

　

タ
ン
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー
ド
イ

　

ツ
ー
デ
ン
マ
ー
ク

募
集
人
員
一
般
団
員
（
1
8
～
3
2

　

歳
で
高
校
生
を
除
く
）
7
1
人
、

　

指
導
者
（
3
3
～
4
0
歳
）
5
人

負
担
金
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
2
5
万

　

2
0
0
0
円
～
3
6
万
6
0
0
0

　

円

【
国
際
婦
人
の
船
】

期
間
8
月
1
日
①
～
H
日
吉

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ド
イ
ツ

募
集
人
員
2
7
人
（
3
3
～
6
3
歳
）

負
担
金
3
3
万
5
0
0
0
円

【
近
畿
青
年
洋
上
大
学
】

期
間
8
月
1
2
日
④
～
8
月
2
3
日

　

⑥
（
H
日
に
徳
島
港
で
前
泊
予

　

定
）

訪
問
国
中
国

募
集
人
員
学
生
・
一
般
（
2
0
～

　

3
0
歳
）
3
0
人
、
リ
ー
ダ
ー
（
3
1

　

～
4
0
歳
）
1
人

負
担
金
学
生
・
一
般
＝
1
6
万
円

　

リ
ー
ダ
ー
9
万
円

募
集
期
間
い
ず
れ
も
4
月
3
0
日

　

④
ま
で

選
考
5
月
2
4
日
⑧
に
ユ
ー
・
ア

　

イ
ふ
く
い
（
県
生
活
学
習
館
）

　

で
、
書
類
審
査
、
筆
記
試
験
、

　

面
接

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
1
）

　

ま
た
は
福
井
県
県
民
生
活
部
青

　

少
年
女
性
課
（
容
0
7
7
6
・

　

2
1
一
1
1
1
1
内
線
2
3
6

　

1
）

交通
安全

認
び

車
間
距
離
は
十
分
に

　

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
追

突
を
防
ぐ
た
め
に
適
当
な
車
間

距
離
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

高
速
道
路
で
の
事
故
の
多
く

は
、
車
間
距
離
が
不
十
分
で
止

ま
り
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

車
間
距
離
を
と
る
三
つ
の
理
由

①
視
野
を
広
げ
る

　

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
後

ろ
に
ぴ
っ
た
り
つ
い
て
い
た

ら
、
そ
の
先
の
様
子
は
全
く
見

え
ま
せ
ん
。
前
方
で
何
か
が
起

こ
っ
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら

れ
た
ら
追
突
し
て
し
ま
い
ま
す
。

②
間
隔
を
詰
め
ら
れ
る
と
前
の

　

車
は
圧
迫
感
を
感
じ
、
あ
せ

　

り
を
呼
ぶ

　

前
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
後
方

に
余
計
な
神
経
を
使
わ
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
分
、

前
へ
の
注
意
が
そ
が
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

③
余
分
な
緊
張
が
増
し
、
疲
れ

　

を
早
め
、
そ
の
後
の
運
転
に

　

影
響
を
与
え
る

　

車
間
を
縮
め
る
と
、
緊
張
で

脈
拍
や
血
圧
も
上
が
り
ま
す
。

　

車
間
距
離
を
詰
め
て
も
、
早

く
行
け
る
わ
け
で
も
、
前
の
車

を
抜
け
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
危
険
が
増
し
、
他
人
に
迷

惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を
心

が
け
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

●
B
＆
G
海
洋
体
験
学
習

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
B
＆
G
海

洋
体
験
学
習
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

★
海
外
体
験
ク
ル
ー
ズ

期
間
8
月
1
日
①
～
1
2
日
④

内
容
寄
港
地
活
動
・
洋
上
研
修

寄
港
地
グ
ア
ム
ー
サ
イ
パ
ン

使
用
客
船
ふ
じ
丸

対
象
中
学
2
年
生
～
高
校
生

募
集
人
員
市
内
で
3
人

参
加
費
1
4
万
8
0
0
0
円

★
国
内
体
験
海
洋
セ
ミ
ナ
ー

期
間
8
月
2
3
日
面
～
2
6
日
⑥

内
容
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
自
然

体
験
教
室
・
島
内
観
光

行
き
先
沖
縄
（
航
空
機
で
往
復
）

対
象
小
学
5
年
生
～
中
学
生

募
集
人
員
市
内
で
3
人

参
加
費
5
万
2
0
0
0
円

締
め
切
り
い
ず
れ
も
4
月
m
一
日

　

②
（
申
し
込
み
者
が
多
数
の
場

　

合
は
抽
選
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3

　

－
1
7
1
1
豊
6
4
・
1
3
1
1
）

●
福
井
震
災
5
0
周
年

　

犠
牲
者
追
悼
式
の
ご
案
内

　

6
月
2
8
日
は
福
井
震
災
か
ら
5
0

周
年
に
当
た
り
、
県
立
音
楽
堂
で

県
と
3
5
市
町
村
合
同
の
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

追
悼
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
事
項
を
明
記
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項
福
井
震
災
で
亡
く
な

　

ら
れ
た
人
の
氏
名
、
追
悼
式
に

　

出
席
を
希
望
す
る
人
の
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

提
出
期
限
4
月
2
4
日
②

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

総
務
課
行
政
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
2
2
6
）

●
生
活
科
学
通
信
講
座

　
　
　

受
講
生
を
募
集

　

家
庭
に
い
な
が
ら
・
働
き
な
が

ら
学
習
し
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
知

識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

受
講
期
間
5
月
～
9
月

募
集
人
数
1
5
0
人

受
講
資
格
無
し

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
な
ど

　

の
送
料
の
み
負
担
）

締
め
切
り
4
月
3
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

　

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
（
酋
0
7

　

7
C
O
．
2
2
・
1
1
0
n
／
｀
）

●
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

　
　
　
　

推
進
標
語
募
集

　

建
設
省
で
は
、
毎
年
8
月
を

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
と
し
て

道
路
の
正
し
い
利
用
や
愛
護
思
想

の
普
及
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
一
環
と
し
て
「
国
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常
に

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
」
を
テ

ー
マ
に
推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
標
語

　

1
点
と
、
氏
名
・
住
所
・
電
話

　

番
号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
を

　

記
入
し
郵
送

締
め
切
り
4
月
3
0
日
④
（
消
印

　

有
効
）

応
募
先
〒
1
0
2
－
0
0
8
2

　

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
1
0
1

　

6
一
番
町
野
田
ビ
ル
5
階

　

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
平
成
m
一

　

年
度
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

　

推
進
標
語
募
集
係

問
い
合
わ
せ
先
県
土
木
部
道
路

　

保
全
課
道
路
管
理
グ
ル
ー
プ

　

（
a
0
7
7
6
・
2
0
・
0
0
4
7
）

●
人
生
の
節
目
に

　

国
民
年
金
の
届
け
出
を

　

国
民
年
金
に
は
、
2
0
歳
か
ら
6
0

歳
に
な
る
ま
で
の
4
0
年
間
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
に
は
、
就
職
、
結
婚
、
退
職
な

ど
の
人
生
の
節
目
が
訪
れ
ま
す
。

　

人
生
の
節
目
に
は
、
国
民
年
金

加
入
者
の
種
別
が
変
わ
る
た
め
、

そ
の
都
度
、
市
役
所
に
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
者
の
種
別
は
次

の
3
種
類
で
す
。

①
第
1
号
被
保
険
者
自
営
業
・

　

無
職
・
学
生
な
ど

②
第
2
号
被
保
険
者
厚
生
年
金

　

や
共
済
組
合
の
加
入
者

③
第
3
号
被
保
険
者
サ
ラ
リ
ー

　

マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

　

昔
次
の
よ
う
な
と
き
は
届
け
出
を
！

①
2
0
歳
に
な
っ
た
と
き
（
第
2
号

　

被
保
険
者
を
除
く
）

②
自
営
業
者
や
学
生
が
就
職
し
た

　

と
き

③
会
社
を
退
職
し
た
と
き

④
結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶

　

養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

⑤
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
の
扶
養
に

　

な
っ
て
い
る
妻
の
場
合
は

・
夫
が
会
社
を
退
・
転
職
ま
た
は

　

6
5
歳
に
な
っ
た
と
き

・
夫
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外

　

れ
た
と
き

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
・
4
5
6
）

●
お
済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
の
申
告
と
納
付

　

労
働
保
険
料
申
告
書
の
「
集
合

受
付
会
場
」
を
次
の
と
お
り
設
置

し
ま
す
。

集
合
受
け
付
け
4
月
2
2
日
④
＝

　

奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

　

タ
ー
▼
4
月
2
3
日
④
・
2
4
日
参

　

＝
有
終
会
館
い
ず
れ
も
午
前

　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

※
受
け
付
け
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

（
公
共
職
業
安
定
所
）
と
県
雇

　

用
保
険
課
で
も
常
時
行
っ
て
い

　

ま
す

申
告
・
納
付
期
限
5
月
2
0
日
④

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
商
工
労

　

働
部
雇
用
保
険
課
（
容
0
7
7

　

6
・
2
0
・
0
3
9
5
）
ま
た
は
、

　

福
井
労
働
基
準
局
（
豊
0
7
7

　

6
・
刀
・
2
6
5
6
）

第20回大野さくらまつり

会場有終公園

期間4月4日①～19日⑨

◆お祭り広場

　　

H日①正午～午後5時

　　

12日⑥午前10時～午後3時

　

お花見そば・お花見弁当・花の苗木販売・

　

踊り・フリーマーケット・太鼓

　

もちまき（11日）・やまけいじのコミック

　

ボードビル（12日）など

◆山野草展（産業文化展示館、11・12日）

◆モデル撮影会（亀山公園）

　　

19日午前10時30分～午後3時

※フリーマーケットの出店者を募集します

　

問い合わせ先

、大野市観光協会容65・5521
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江
戸
時
代
の
百
科
事
典

巌
教
静
さ
ん
（
伏
石
）

　

伏
石
の
巌
教
静
さ
ん
（
四
十
五
歳
）
の
宝

は
、
江
戸
時
代
の
百
科
事
典
で
す
。

　

巌
さ
ん
は
寺
の
住
職
。
三
年
前
に
家
の
庫

裏
を
改
築
し
た
と
き
に
中
を
整
理
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
事
典
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

巌
さ
ん
は
「
家
が
寺
な
の
で
、
仏
教
に
関

す
る
古
い
書
物
は
た
く
さ
ん
残
つ
て
い
ま
す

が
、
昔
の
百
科
事
典
が
あ
る
こ
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

表
紙
を
め
く
る
と
、
目
次
に
は
「
肥
前
長

崎
風
景
」
か
ら
始
ま
り
「
馬
上
心
得
の
事
」

「
小
笠
原
食
礼
の
式
法
」
な
ど
百
二
の
題
目

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
は

天
明
四
年
と
書
か
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
半

ば
の
一
七
八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。

　

事
典
は
和
紙
で
袋
と
じ
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
背
の
糸
は
無
く
な
り
糸
を
と
じ
た
跡

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
全
体
に
く
す

ん
だ
色
、
少
し
破
れ
か
か
っ
た
表
紙
、
本
の

中
の
虫
食
い
の
跡
な
ど
が
時
代
の
経
過
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

巌
さ
ん
は
「
中
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
は

昔
の
も
の
な
の
で
、
読
む
の
が
大
変
で
す
。

意
味
が
分
か
ら
な
く
て
も
絵
だ
け
見
て
、
あ

れ
こ
れ
考
え
た
り
す
る
の
も
と
て
も
楽
し
い

で
す
よ
」
と
ペ
ー
ジ
を
何
枚
か
め
く
り
、
中

の
挿
し
絵
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

「
事
典
は
普
段
、
ガ
ラ
ス
の
陳
列
ケ
ー
ス

の
中
に
飾
り
、
寺
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
見

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
以
前
に
ほ
か
の
書
物

と
一
緒
に
寄
贈
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
か
話
の
き
っ
か
け
や
材
料
に
な
る
ん
じ
や

な
い
か
と
思
っ
て
手
元
に
残
し
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
巌
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，614世帯 45世帯

人口 41，115人 26人

内訳
男 19，702人 24人

女 21，413人 2人

2月中の異動
転人 86人 出生 22人

転出 32人 死亡 50人

市内の交通事故状況（9ヵ、6・at）

件数内訳
平成10年

2月末

平成9年

2月末
比較

総件数 95件 138件 △43件

人
身

事
故

件数 28件 23件 5件

死者 O人 O人 0人

傷者 38人 41人 △3人

物損事故 67件 115件 △48件

表
紙
の
こ
と
ば

　

コ
ブ
シ
は
モ
ク
レ
ン
科
の
落

葉
高
木
で
、
比
較
的
低
い
山
地

に
自
生
し
て
い
ま
す
。
大
野
の

山
に
も
多
く
見
ら
れ
、
ご
存
じ

の
通
り
そ
の
花
は
、
市
の
花
に

な
っ
て
い
ま
す
。
春
を
告
げ
る

白
い
花
は
、
清
純
な
イ
メ
ー
ジ

と
と
も
に
、
市
民
の
春
へ
の
あ

こ
が
れ
を
象
徴
し
て
い
る
と
も

言
え
ま
す
。

編
集
後
記

　

本
紙
編
集
委
員
の
朝
比
奈
威

男
氏
（
日
吉
町
）
が
、
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
三
歳
。

平
成
四
年
か
ら
編
集
委
員
を
務

め
ら
れ
、
時
に
は
辛
口
で
紙
面

作
り
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
氏

は
市
文
化
財
保
護
委
員
や
県
文

化
財
保
護
審
議
委
員
も
務
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

／iR，9邑鶏

　

か
つ
て
、
奥
越
と
奥

越
の
人
た
ち
を
テ
ー
マ

に
し
た
季
刊
誌
が
あ
っ

た
。
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と
、

編
集
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の

郷
土
へ
の
温
か
い
眼
差

し
が
感
じ
ら
れ
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
ら
れ
た
。

縁
が
あ
っ
て
、
そ
の
季
刊
誌
に
短
い
文
章
を
連

載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
？
今
日
取
材
し
た
こ
と

を
明
日
書
く
の
で
は
な
く
、
「
線
」
「
形
」
「
色

彩
」
「
音
」
「
声
」
「
指
先
の
感
触
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
記
憶
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
、
何
年
も
寝

か
せ
て
お
く
。
ワ
イ
ン
を
地
下
室
で
そ
っ
と
寝

か
せ
て
お
い
た
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
樽
で
熟
成

さ
せ
た
り
す
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と

よ
い
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
眠
っ
て
い
た

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
セ
ピ
ア
色
に
、
時
に
は

音
の
無
い
ま
ま
よ
み
が
え
っ
て
、
短
い
物
語
が

出
来
上
が
る
▼
大
野
の
あ
ち
こ
ち
を
、
足
の
向

く
ま
ま
に
訪
ね
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
ず
い
ぶ
ん

に
な
る
。
荒
島
の
鋭
い
稜
線
や
赤
根
川
の
ゆ
っ

く
り
と
し
た
流
れ
と
一
緒
に
、
そ
こ
で
出
会
っ

た
人
た
ち
の
横
顔
や
手
の
ひ
ら
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
そ
ん
な
様
子
を
、
季
刊
誌
に
書
い
た
。
大

野
の
自
然
や
風
土
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
人

た
ち
に
魅
せ
ら
れ
て
、
思
う
が
ま
ま
に
書
い
た

▼
あ
の
季
刊
誌
は
、
あ
る
理
由
で
残
念
な
が
ら

休
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
域
に
根
差
し

た
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
復
活
を
望
む
声
は
多
い
。
ミ

ニ
コ
ミ
紙
に
限
ら
ず
、
行
政
と
は
違
う
角
度
か

ら
見
た
地
域
の
魅
力
を
、
住
民
が
自
ら
の
手
で

掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す

る
動
き
が
、
最
近
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
私
た

ち
が
気
付
か
な
い
大
野
の
「
秘
め
た
魅
力
」
は
、

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
・
‐
1
）
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